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In Japan, an increasing number of books on ELT have been sold on 
the titles of “No Native-speakers of English Understand Your 
English” “Shame on Your Japanese English,” and so on. Petersen 
has long been issuing fatal warnings to us that if we say, “ Last night 
I ate a chicken in the yard,” this makes the English imagine that 
Japanese people eat a whole chicken alive in the dark yard with 
blood dropping out of wicked mouth. Another writes: if we say, “I 
like dog,” they believe we like to eat dogs. In their books more than 
a half of the pages account for minute explanation of articles.   
In fact, we have no words or rules in Japanese for substitution to 
English articles and ‘s’ like ‘He speaks’. It is true that readers believe 
that they are the peoples edgy about these petty things and that 
they are unaware of Asian culture.  
The problem is that young readers have been afraid of speaking in 
English, and finally stopped using it. The “1,413 pieces of sentences” 
pointed out to be erroneous were classified morphologically and it 
was found that 94.7% of them were correct in terms of 
intelligiology. This paper deals with these problems 

















きた。現在世界では 20 億の英語人口の 3 分の 1 近くが、この
「アジア英語」を使っており、東南アジア 10 か国で構成され
















えば 16 世紀には“Where wends(go の過去形に s) my 




















人口 20 億人のうち、「アジア英語」の使用者はその 3 分の 1
近くを占め、中でも「ニホン英語」の理解率は文科省の推す「ア
メリカ英語」の 55％（Smith 1979）に比して、79.2％,80%

















カナ英語」で、すでに 1 万語以上を数える。小中学生でも 2，
3 千語を知っているといわれる。発音が忠実でないため多くの
英文法・音声学者たちから猛攻撃を受けており、そのいくつか










に行われてきた。しかしたとえば OJ の I saw a beautiful fall 
(→×) in Hakone.は、fall はアメリカ英語では（ナイアガラの
ように）一直線に落ちる滝を指すが、箱根にはそんな滝はない
ので使えないし、cascade は水の量が多く勢いのある流れでな






の-sion,-tion はすべて-si で統一。 
 
入念化：OJ・OA では、on the (→0) upstairs がある。 
 
2．代名詞： 




指し、He is a nice girl. OC も同じ理由でThis book is my(→
mine).I have a brother and she (→he)is～. 韓国英語はHe 
(→His)name ～。 
 
拡大解釈化：OJ では、It was him (→he).も、He is taller than 
I (→me).もどちらも通じる。 
 
簡素化：フィリピン英語では、Did you enjoy (＋yourself) last 
night? （( )内がAmE を示し、＋は必要性を示す）の、Enjoy!
のようなあっけらかんな所有代名詞 yourself の省略がみられ
る。 OJ・OA として、I have a camera in (+my) hand.や、
better than my one(→mine). がある。 
 
置き換え化：アメリカ・インディアン英語では、 Him (→He is) 






国では 18 世紀初頭まで good gooder goodest を使い、今は米
方言だ。 
教養人の話し言葉にも It was high, high (→very high).のよ
うに同じ語を重ねて使用する傾向が見られる。OJ・OJ では
very very happy.となる。 
 
拡大解釈化：OA はHe is a small (→short) boy., She is much 
smaller（→younger）than me., You are bigger (→older) than 
me., She is a  social（→sociable）woman., soft meat (→
tender meat)。 
OJ ではThe price of oil is expensive (→high). Nv たちは 
Oil is expensive.ならいいが、the price of が付くと high 以外
は使用禁止だが、OA では平気だ。He is six feet high (→tall).
は典型的なOA で、世界中で通じる。OA では I am two years 
smaller (→younger) than you,で、bigger は older になる。
OJ・OA他のI drank much(→a lot of ) beer.肯定文でmuch が
だめなら、「ありがとう」も言えない。OJ・OA の I have much 
money.はダメだが、否定や疑問では much はOK。 
OJ のChildren who can study in this school are happy (→
lucky)は、AmE では「ある事柄や状況に関して、日本語で『幸
せだ』というときは、happy ではなく、lucky や fortunate な
ど『運がいい』という意味の単語を使」えという(レッドベタ
 ー 2007 p.114)。自分たちはそうすればいい。 
 




置き換え化：OJ ではYou do not play the game like (→as) I 
do. OA としても古くから定着している。OJ のHe remained 
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silent(→silence). は、100％世界で通じるが、AmE では
remain という動詞は米国と日本では「第 3 文型では使っては
いけない」という規則がまだあるが、kept silent なら許すと
いう。OA ならどちらも許す。また OC・OJ に It is very 
difficulty (→difficult)to study English. It smelled badly (→
bad).がある。フィチキデス(1989)が提示するこの種の誤文は
22 例中 2 文だった。  
 
入念化：OJ、OI(Open India)の、She is homely (→domestic). 
は OA では家庭的な主婦だが domestic は animal を連想。さ
らに“He is more stronger (→stronger) than George.” や 
“more better”“too good” の表現は、OJ の学習途上でも
罰点だが、OA では定着している。また、OI(Open India)の”
Come, Come”。OJ の If you want some tea, there is hot 
water (→water) in the pot.は、「アメリカではコーヒや紅茶
はホットで飲むのが普通ですから、ネイティブ・スピーカーは
























OA・OJ に見られ、enjoy のように他動詞の自動詞化が著しい。 
現在、標準英語とされる米北部英語でも、I clim（→climb）
up the mountain yesterday.が今も大らかに使われ、米東部英
語では I waked up.が大手を振る。また、ウェールズ英語は
He do ～. He have ～.のように三単現でもそのまま。過剰訂




は単文が多いため約 2 倍使う（Suenobu 1999）。フィリピン
英語では、タガログ語の影響で come と go の区別がない。OI・
シンガポール・フィリピン英語でも、I bring (→take)  my 
child to church every Sunday. も方向を表すto があるからわ
かる。同じく、OI をはじめOA でもTake (→bring)him here.
またベトナム語には動詞の変化がないので、ベトナム英語では
すべての人称、数、時制、相に I go, He come のように現在形
動詞を使う。 
 






swimed; more good, most good のように、-ed, more～, most
～ に標準化しようとする「標準化現象(Standardization)」が
みられる。 
OJ の stay も、live と同じように使われ、OI では I stay (→
live) in India.が公用語として使われている。Send も、AmE
のように、子どもを送り届ける以外に使えないが、OJ・OA
では大人も送れる。OJ・OI ではHe called (→invited) me to 
dinner.,OA のHe is learning (→studying) at London College. 
は、「勉強している」だと推理する。  
OJ のOur dog Toby came to our house (→We got our dog 
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ーシア英語に I see (→watch) a television. がある。 




人は I want to come, I intended to go to～. I propose to come. 
から類推して suggest にも使うのは自然だと思っている。 






OJ・OA：Can I borrow your phone?  AmE では以前
“borrow は動かせないものを借りるわけにゆかない”という




部屋にも“May I borrow your room?”などとを使い始めたから
だ。実際はこうして突破口が開くと、ことばの拡大解釈は日本
文化の理解を広めながら次々と進むのだろうと思う。こうして
新しい文法が形成される。人間的ではないか。OC にも He 
accepted (→received)a good education～., I went to Peking 
and lived (→stayed)for ten days.がある。 









またOJ・OAその他ではWear(→Put on ) your coat.のwear
は状態動詞だからだめで、put on なら動作動詞だからいいと
いう。だがOA のようにどちらにも使えたらもっといい。同様
にOJ のThis dress will match (→suit) her very well. Will 
you teach(→tell, show) me the way to the station? Teach は
「知識や技能を教えること」だから日本とアメリカではだめ。
OJ のWe might be late. Let’s get on (→take)a taxi.は「利
用」の意でだめ。アメリカ英語教育の実体だ。 
次は有名なOJの I’ve forgotten(→left) my umbrella in the 
bus.だ。物を置き忘れたときは forget でよいと覚えたのに、







OJ・OA その他多くの人々が使うEveryone loves (→likes) 
polite people.もなぜかだめ。次の OJ の I want to lend (→
borrow) a book from you. は貸借問題が生じると紛らわしい
ので誤文といわざるを得ないが、フィチキデスでのこの種の誤







ある。フィリピン英語、OJ では I enjoyed yesterday. Can 
you afford? Do you like? He didn’t answer.などのように目
的語を省略する。それで互いに理解できる。 
 
置き換え化： OA では I'll friend you.,シンガポール英語は I go 
marketing every Sunday.,でわかるがWhere do you market?
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は紛らわしい。OI・シンガポール英語、OA は I (+have) pain 
in my back.だ。最近、同胞のアジアの人たちに「pain は動詞
だよ」とNv がましくおせっかいして失笑を買う日本人の姿を
よく見かける。I tripped (→traveled) to Europe last year. こ





入念化：OJ の We picked up (→0) flowers in the garden.は、
up は地面から直接拾い上げる意味だから、その花の根がたと
え地面についているからといってもダメ。Nv 英語のルールだ
からだ。OA・OJ で誰もが使う I might fail in(→0) the exam.
の fail in は「失敗する」の意なのに「試験」は fail exam だ
った。 
ほかにOC・OA・OJ にHe reached to (→0) the city before 
dark. I resemble to (→0) my mother. I met with (→0) a 
friend of mine. I don’t want to marry with (→0)him. I 
should like to do traveling(→ travel). I also want to do 
happy wedding(→ get happily married.). I didn’t finished 
（→finish） He flied (→flew)to Kobe.。 
 
4-2 Be 動詞： 
ウェールズ英語では、We am～,You am～.  また、Be I ～?,  
Be they ～?  のように be をすべての人称に用いる。黒人英
語には次のような be の省略が見られる。They （+are）in the 
room. She （ +is ） going.  We (+are)hungry.  He be 




なためThey(＋are) happy. I(＋am)busy. 
 
置き換え化：OJ：Tomorrow is (→we’ll have) school. The 
German is (→ has) a controversial character. The poor man 
does (→is) not able to pay. はOJ の典型で、ぎこちなさはあ





OE では現在の大抵の助動詞 shall, will, may, must, can は、
I will her to meet me.(来させる)のように動詞として扱われた。
イギリス英語では I shall (またはwill) be 20 years old next 
month.一方、AmE では I will be 20 years old next month.と
なる。米南部の英語では I might could～（できるかもしれな
い）. また、I（+will）bring the thing soon.は’ll 音の消失に
伴ってwill も消失した。 
 
拡大解釈化：OJ では I could (→knew how to ) swim. Can の
過去は「方法を知る」の意だが OJ・OA では文脈から善意に
拡大解釈し定着。Nv も学習すべきだ。 
OJ・OA ではDo you must (→have to)work till 5 o’clock?, 
You will can (→be able to)visit NY.があるがmust, can で理
解できる。 
 
簡素化：OA・OJ は I will appreciate it if you (→will) help me. 
OA は二度目の will を省いて通用。 
ちなみに have to は I have some thing to say to you. の
some thing を簡素化して成立したものである。 
 
置き換え化：OJ のWe must (→have to) go to the office by 8.
のmust は主観的な義務で、Have to は客観的な義務だが、I 
must なら自分に義務をかぶせているのでそれでいい。You 
must の時は強い命令に。 
 Do(→Would) you like another cup of tea? OC・OJ：Her 
face does (→is)not like her mother's. OC：How many sons 
you have (→do you have)?   
 
入念化：OJ の I will(→0)inform you that we have ～.は「こ
れでは未来のいつか分からない時に inform しますという意味
になってしまう」そうだ。I will（→0） apologize for the ～.
も同じ。だが未来だからこそ will を丁寧に念押しするのが
OJ・OA のやり方であり、現実に inform していることに対し









シンガポール英語は、Can you～? に対してYes, I を省略しな
がらもCan, can.と繰り返す。 Cannot（No, I can’t）.もある。 
 
5．副詞 
母語化：ウェールズ英語の I can't do that, too (→either).は教
養あるウエールズの人々の話し言葉だが日本ではバツ。each 
other, one another の用法は、現在のような“二者間、三者以
上の間”という決まりはなかった。OJ のThese two boys help 
one another(→each other).は日本では誤文。OJ: He was hit 
hardly (→hard).「ひどく」は OJ の典型で世界中で理解され
る。その他フィリピン英語では go down (→from) the bus. 
OJ: It was so (→very)good to eat. OI：I am too (→very)  
happy. OJ・マレーシア英語：I ever met her before. ever は
過去の動詞と一緒に使われる。OJ・OA：See you next time(→
in the future). 
 OJ のBoth (→Neither ) of them did not (→0)go to school. 
は、部分否定との混乱が生じる点では誤文であろう。OC・OJ
の I can speak Chinese except (→as well as)English.では、
except は「英語以外に中国語も」「英語と同様中国語も」の
意ですぐ慣れる。 




















さらに彼はOJ・OI の「She is jogging every morning.や I 
am drinking beer every night. He is seeing a doctor for his 

















拡大解釈化：OJ の hopefully という副詞は、指南役は AmE
では動詞句副詞としてしか使えず、「必ず希望にあふれたやり
方で何かをしている人だけに言及する文」と規定する。だから、




また、OC に、Although I studied as possible( →much) as I 
could,～.がある。 
 
簡素化：OJ： It is dirty, throw it (＋away).  
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置き換え化：OJ：I am very(→quite) exhausted. Exhausted
という非段階的形容詞の前には very は禁物という。同様に
impossible, huge, excellent, terrible, true, unique, delicious。 
Delicious に very をつけてはいけないのなら、おいしさの感激
をどこへ持ってゆけばいいのか。「めっちゃうまい」と言いた
いのを、“Quite delicious.”「トッテモ美味ですわ」なんて、
息苦しくって言えない。Here it is too (→very) hot in the 
summer. それでは「暑すぎる」はどういえばいいのか。OI
では"too good"さえ使う。He is not so (→very) rich. は、OA












前置詞が拡大解釈される。たとえばThe cranes were observed 
by (→with) binoculars. の文では、ピーターセンは by だと
“望遠鏡自身が見た”となるといい、また This report was 
written by（→on）a word processor.も“ワープロ自体が書い
た”となるという（ピーターセン 2003 pp.57-8）。だが、そ
れこそこの世ではありえない。その論法でゆくなら talk by 
telephone も“電話自身が電話するのか”と思ってしまう。だ
がこれは「慣用句として自然な言い回し（下線は筆者）」（ピ











また小池・佐藤は I go fishing in (→by) the sea. は、「和











のため 14.9％だが OJ は 9.1％（Suenobu 1999）。OJ・OA
では I shall write（＋to） him.だが、I shall write him a letter.
のように直接目的語(letter)が続く場合に限って前置詞は省略
可能。OJ・OA はその必要なく、簡素化・省略される。例：
Who is knocking (＋on) the door? He pointed (＋to, または
at) the map. We have a meeting from 1:00 (＋on).I have no 
house to live (＋in). Which shop should I buy a camera (＋
from)? OJ：She was (＋in) good spirits.。  
 
置き換え化：ニューヨーク市では、He lives in （→on）King 
Street.のような表現が今も使われている。OJ でも、He has 
lived here since (→for) two years. 一般に期間を表す for は省
略さえされることが多い。例：He’s been here (+for) two days. 
He has been ill from (→since) last Friday. He is popular 
among (→with ) his friends. I congratulate you for (→of) 
your success.  related with (→to), warn about (→of) the 
danger, independent from (→of) her mother,  I am a 
student of (→at) Kobe University. At は活動の場。 
また、OA として superior than(→to) ～.も典型的なOJ だ
が、日本では入試の受験者選別の材料だ。 
一方、石川（1994）が指摘するように、ビジネス英語とし
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ては確かに誤解を招く次のような OJ の文例には、真摯な態度
で耳を傾けよう。We ordered the goods to（→from）the 
company. I deposited $1000 in （→with）the bank. (in は建




入念化：AmE では to battle だけで敵と戦うの意だがイングラ
ンド英語やOJ・OA では to battle with (または against) the 
enemy.で念押し。以下は典型的なOJ・OA・カンボジア英語・
ネパール英語の特徴だ。 
We entered into (→0) the classroom. Please answer to (→
0) my question. I  want to marry with （→0）her. He 
entered into (→0) the meeting.  request for, visit to 
investigate into,  study about,  discuss about,  mention 
about,  return back, I’d like to contact with (→0)him.  
OJ のDon't let him to（→0）go. とか、I watched the boys 
to （→0） play hockey. のように、使役動詞や感覚動詞の後





7．接続詞    
OJ では初学者は重文を好み、接続詞を多用する。 
 
母語化 ：OJ の My father and mother ～.を D.セインは「ヘ






入念化：シンガポール・マレーシア英語：I can not buy it, why 
because, I don't have money. OC：Although he is young, but 
(→0) he is ～. Because you are a Japanese teacher, so (→
0)you can write ～.  
 





















































な目に見える物質には定冠詞 the をつけたが world, earth に
はなぜかつかなかった。 
言語の名前では、特に威厳あると認める“ラテン語”には、
16-7 世紀になって初めて the Latin のように the がつき、国
名にも物質文明国“the America”のように“勲章”の代償と
して冠詞がついた。河にも特殊な河以外には付けなかったが、
後期Middle English になると、友好国の河川に the を冠する
ようになる。 
そのうち病気にも称号“冠”がつくが風邪引き程度ではつか
ない。今は catch a cold とか have a headache のように、a が












だ。だから、「日本人」には昔から the Japanese と冠詞をつ
けるがそれは“個性のない一塊の”という足かせならぬ“頭か
せ”としての「冠的蔑称」なのだ。だからThe (→0)Americans 






不定冠詞 an, a は元来 one の意味であり、one letter→ an 
letter のように使われた。An six dayes,  a twelve months の
ような表現は ModE に生まれた。日本では減点の対象となる a 
fewと fewの違いも、18世紀までは肯定的意味を持っていた。
ところが、そのうちに a の有無にさえ称号を出す人たちが現れ
た。He is a bishop.と数えられるようでは値打ちがないが、













りに、必要なときは「代名詞冠詞」ともいえる Look at them 
birds. やLook at they animals.のような表現を、今も使う。




英語に見られる現象だ。だから OA・OJ のBirds are singing 
in (+the) trees. Don’t make (+a) noise. You are fool (→a 
fool). I‘ve never seen as beautiful(+a) scene as this.は世界中
誰でも判るから、英米人はアジア人の英語に納得し、必要なら
自ら補って理解すれば解決する。  
さてOJのThis lake is the (→0) deepest here.には形容詞の












































紙 1 枚の「五十音図」をもデザインしてくれた。 











置き換え化：OJ・OC ではHe is a (→the) tallest boy. I missed 
the train because there was the (→an)accident.があり、OJ
ではMix a （→the）sugar with the flours (→flour).I spend 
my holidays in a (→the) country. 田舎というとき the を使う。 
冠詞が 7 つの選択肢のうちどれにすればいいかわからない
時、OJ ではよく代名詞を使うが、ピーターセン（2002 p.56）
をはじめ多くの指南役者たちは I went with my （→one of 







入念化：OJ・OA は I go to the (→0)school.  The (→0) cholera 
is a dreadful disease. だが、病名にはもともと冠詞が付いて
いたし、～in the （→0） future の冠詞も動揺的だという。
そんな中でピーターセンは OJ の Last night I ate a(→0) 


























































とき以外大抵 a chicken なのに、学習者は「a のついた chicken
は残酷」と記憶する。これに悪乗りして I like dog (→dogs).










同じくOJ によく見られるのは I like to sing a song（→0）.
だ。指南役は「みょうに聞こえ、変な感覚は残り…いつも一つ
の歌ばかり歌っている…幼児」と、とんでもない日本人観を露










つけ出した。そのうち 24 は the が余分、7 は the が不足、6
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は a が不足、完璧は 28、残る一つだけが判断不能であったと



















































詞にも s がつくかと思えば、イーストアングリア地方では He 
like(→likes) it.のようにつかない。AmE、主に黒人の間では、
He play (→plays) tennis. He live (→lives)in New York. No, 























































小野・伊藤（1993）によると、OE では、two year, five month
のように、複数形をとらなかった。Fish は fishes でModE ま
で残り、every one, every body は複数形として 18 世紀まで続
いた。Money は 16-7 世紀には複数形をとり、monies, moneys
が使われ、シェクスピアの「ベニスの商人」の原文には頻繁に




ると、Would you like some fruits (→fruit)? といえば大食い
の象と間違われ、I have a lot of works (→work).は芸術品や工




拡大解釈化：Brush your tooth (→teeth) before you go to bed., 
She has a long black hair.では、アメリカ人は日本人が歯を一
本しか磨かず、長髪が一本だけと理解するから間違いだという。
Do you have any idea (→ideas)?一般に複数のアイデアを求め
るべき。次は、I’ll change my train (→trains).乗り換えるに
は電車は二台いるから。もう一つ。買うときはいるが、身につ
けるといらないものは？Who is that man wearing a pair of 
(→0) glasses?  
 
置き換え化：OJ・OA では、I prefer white wine to red one(→
wine). 物質名詞は one はだめ。日本ではこれで早や 5 点減点
だ。この恐怖心が数十万の完璧主義英文法・語法教師と 600
頁もの文法書をはびこらせる。 
OJ・OA: He gave me some good advices (→advice). 逆に
Billiard (→Billiards) is a very difficult game., Please tell me 
about your experiences(→experience). 経験話をせがんでい
ると思われるから単数に。Information, damage, design, 
furniture, luggage, fruit などを見ると緊張が走るのは筆者だ
けか。Water and food is(→are) important for us now.たしか
に二種類。次の OJ のEnglish are (→is) easier than German. 
は日本人なら easier で English がすぐ”言語”だと察しがつく
が誤文。フィチキデスでの調査では、単・複の誤文 37 例中、
誤文らしき文はこの 1 例だけであった（フィチキデス 1989）。 
 
4．付加疑問 
日本語なら「ね？」英語は 70 種。無駄の極致だ。No? Right? 
でいい。「統語の類型化」で詳述する。 
以上の無駄のほかに「ネイティブ発音訓練」という最大級の
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無駄があるが、これについては稿を改める。 
 






































































えば OA・OJ では、冠詞、三単現や複数形の s、など自文化
にはなじまないものも学校文法で一通り学習はするが、省略す





























カ英語理解率は 10.23％(Suenobu 1986)、27%(Suenobu 1999)、
世界レベルでは55％(Smith 1979)であった(なぜ通じないかは
一連の Suenobu 1976-2011 参照)。一方ニホン英語のアメリカ
人理解率は 79.2％(Suenobu 1988)、81％(Suenobu 1999)、そ
れに今回の本論文では 94.7％(Suenobu 2012)、それに世界レ














の詳細な分類分析は T.J フィチキデスの 500 文による。誤文




Hall, E.T Beyond Culture, NY Doubleday ,1976 
本名信行編、『アジア英語辞典』、三省堂、2002   
石山輝夫、『英語のミス』、The Japan Times、1994 
石黒昭博監修、『総合英語Forest』、桐原書店、2005 
西村肇、『サバイバル英語のすすめ』、ちくま、1996 




―――   『続日本人の英語』、岩波新書、2002 





Smith, L. “English for Cross-cultural Communica- 
tion, TESOL QUARTERLY 13-3 1979               






Suenobu, Mineo et.al Listening Comprehension and the 
PIA Non-N. Int’l Review of Applied Linguistics (IRAL) 34-3 
Heidelberg 1986 
―――An Experimental Study of IJE IRAL  1992 
―――Information Transmission IRAL 35-3 1997  
Suenobu, Mineo  Errorology in English, 740 pp. (bind 
copy), Yugetsu Shobo Kobe,2002.11. 
――From Error To Intelligibility, Shubun International, 
Tokyo.199 pp.1988.8. 
――Communicability within Errors, KUC Monograph LII, 
IE Research, KUC, Kobe.1995 
―― Japanese English, KUC Monograph LX, 1999 
―― Pathology of English Teaching in Japan, KUC 
Monograph LXVIII, KUC 226pp. 2003.3. 




神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
――The Preparation Theory of the Origin of Language, UH 
Monograph LXXVI, UH, 230pp. 2006.3. 
八木克正、『世界に通用しない英語』、開拓社、2007 
 
